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№２５７２ 第３６回例会 ２０１９．４．１８ 晴
 

点 鐘：渡辺哲夫 会長 

進 行：栗原典子 ＳＡＡ 

ソング：手に手つないで 

 

会長挨拶 

渡辺哲夫 会長 

 

皆さんこんにちは。今週は初夏を思わせるような

陽気となり、とても過ごしやすい日々が続きました。

真新しいスーツや仕事着を着た、新社会人の姿を

時々見かける時期ですが、新しい学校に通う児童

や生徒の姿も目に付くこの頃です。 

特に少子高齢化が進む日本の社会で、私の住

んで居る地区でもご多分に漏れず、子供の数が極

端に少なくなりました。昭和５０年代の自分の子供

達の頃は、同級生と呼ばれる子供が地区には常に

４～５人はおり、小学生も１４～１５人はいたものです。 

しかし、最近は殆ど見かけなくなりましたが、それ

でも私の住んでいる地区に珍しく今年の４月から小 

 

 

学生が２人、中学生が１人となりました。今朝方、家

の前の道路の歩道を掃除していましたら新しいラン

ドセルを背負った２人が、楽しげに話をしながら登

校する小学生に出会いました。その姿が微笑ましく

て、私も思わず「おはよう！」と挨拶しました。すると、

２人は立ち止まって、かぶっていた帽子をとって、

元気よく「おはようございます！」と挨拶を返してくれ

たのです。 

最近は、知らない大人と会話することを注意する

ような社会風潮もあるだけに、元気な挨拶が返って

きたことに少々驚きました。 

ほんの一瞬の挨拶でも、私の心はぐんと明るく、

朗らかになったのです。 小学生たちの後ろ姿を見

送りながら、知らない人同士でも、気軽に挨拶が交

わせるような社会であってほしいと強く思った私でし

た。 

最後に、先般２日に分けて実施されましたグルー

プ研修会の報告会を、この後行いますので各グル

ープの座長の皆さんよろしくお願いいたします。ま

た、４月２０日（土）千葉幕張のアパホテルにて開催

されます地区研修会に参加されます会員の皆さん、

神子幹事からの配車報告に従い、当日は時間厳守

にて集合されますようお願いします。 

 

 

 

 



 

  

幹事報告 

神子勝美 幹事 

 

１．4月 25 日移動例会の配車について 

２．ハイライトよねやま 229 号 

３．国際ロータリー第2790地区女性交流会の案内 

４．会報 木更津ＲＣ 袖ケ浦ＲＣ 君津ＲＣ 

５．5月 2日休会 5 月 30 日→5月 29 日 

富津シティーとの合同例会 17 時 30 分点鐘 

６．中学野球大会が開催 大貫中 8 時開会 

 

委員会報告 

研修計画 

          研修リーダー 小野恒靖 

 

会員の皆さんには、今年度も研修計画に沿って

勉強会を実施して頂き有難うございます。 

本日は、各班それぞれのテーマでご協議いただい

た内容を発表していただきます。 

いずれも重要なテーマです。今後も富津中央ロ

ータリークラブが魅力あるクラブとしてあり続ける為

に、本年度の研修を生かしていただければ幸いで

す。1 班～5 班の座長及び座長代行より簡潔な報

告お願いします。 

 

 

１班 発表 

栗原典子 座長 

 

 皆さん、こんにちわ。私どものグループは、高橋グ

ループ、石渡グループと合同で渡辺会長、小野研

修リーダーをお迎えして研修会を行いました。 

小野研修リーダーより（あなたにとってトータリー

とは）をテーマに私のグループは 3 名の参加でした。

神子恒会員 空気のよう、自分の育つ所 

伊藤会員 ハラハラドキドキこれから何が起きるかな

と期待。栗原 生活の一部 自分を高めてくれる所。

テーマ以外でも色々な意見を出し合ってとっても有

意義な研修会でした。         

 

２班 発表 

岡田良弘 座長 

 

テーマ 

なんでロータリーに入会したのか？ 

あなたにとってロータリーとは？ 

ロータリーから与えられるものは？ 

ロータリーが、社会に寄与できることは？ 

林会員 ロータリーは有意義な情報交換の場である。 

榎本会員 多彩なメンバーの話を聞くのが為になる。 

須藤副研修リーダー 役割を与えられて成長するこ

とが出来た。卓話は勉強になる。 



 

  

渡辺会長 原点に返って笠原語録を浸透させた方

が良い。 

総じて、年齢の違いを感じさせない良き仲間である。

一週間に一度の例会が楽しみである。出会いを大

切にしたい。このような意見が出る熱い研修会でした。 

 

３班 発表 

               高橋裕之 座長 

 

発表内容は、４月１１日号に掲載済 

 

４班 発表 

若鍋武良 座長代行 

 

ロータリー会員として今年で１０年目になります。

入会時の頃は、例会場が「さゞ波館」でした。思い

出されることは、元館主でもあり、チャータメンバー

でロータリーの役職を数々こなされた重鎮の刈込碩

弥さんが毎例会時いつも一番後ろの座席でにこや

かに新入会員の私に笑顔を向けてくれたことです。

誰でも入りたての新しい境遇では、とまどうものです。

幸い 7 月の年度変わりから、親睦担当、翌年は会

報担当、３年目は副幹事と、違った仕事を割り当て

られた御陰でロータリーが少しずつ解るようになり、

１０年目にしてやっとロータリーを楽しめるようにな

れたのかと思っています。 

ロータリー関係の書では、月刊の『ロータリーの

友』は勿論ですが、『ロータリー入門書』『ようこそロ

ータリーへ』『ロータリーこぼれ話』はロータリーを理

解するのに役立ちました。特に『ロータリーこぼれ話』

には、素朴な質問に適格な解答が書かれてあり、

役立ちました。例えば、「ロータリー年度は何故７月

から始まるのか？」「ロータリアンは何故歌うのか？」

「SAA は由緒ある役職」など５０項目に亘って解説

がなされていて面白かったです。 

ロータリー標語の「四つのテスト」の発案者ハー

バート・テイラーは、『我が自叙伝』の中で、次のよう

に述べています。「ロータリーとは、友情を育み、人

と社会を作り、世界各国の間に善意と友情を芽生

えさせる団体である。」「ロータリーの精神・信条は

常に変わることなく超我の奉仕（Service Above Self）

につきる。つまり人作り、人格者を育てること。」 

渡辺 務 会員 

 

私は高橋会員に誘われて当クラブに３３歳の時

に入会しました。当初はどのようなものかも解らずに

何となく「はい、いいですよ。」程度の気持ちで入会

したのであまり真面目な会員ではありませんでした。 

いや、今でも決して真面目な会員とは言えないと

思います。出席率も悪く皆さんにおんぶに抱っこの

ロータリー会員ですが、私自身は「決して自ら退会

はしない。」と心に誓っています。理由はクラブ内外

を問わず多くのロータリアンの皆さんの興味深いお

話や知見、経験の豊富な先輩や、地域経済の最前

線で働く若い経営者の皆さんと交流が出来、刺激

を受けたり啓発を受けたりすることが楽しいからです。 

 それだけではありません。海外の姉妹クラブの皆

さんともディープなお付き合いをさせていただいて

いるのはロータリークラブ以外ではできなかったこと



 

  

だと感じています。 

 これからもずっとこのクラブのメンバーの一人とし

て末席に居させていただきたいと思います。 

４班は、大網会員の報告もあった。 

 

５班 発表 

石渡 鋼 座長 

 

我が班のロータリー研修は１・３班と席を交えての

研修会となりました。昔の炉辺会合・家庭集会とい

った頃は、盃を交えての論壇風発の賑やかな研修

会でしたが、真昼それも酒なしでの集会で果たして

どうかと、座長として心中思うところがありましたが、

杞憂に終わりました。我がグループは何故かロ＾タリ

ーの超ベテランの権威者揃いで、後の世に残した

い先輩各位でしたが、その金言を旨くお伝え出来

ないことのお詫びと、もどかしさをもって報告に代え

る次第です。 

 

研修発表会総括 

須藤 隆 副研修リーダー    

 

小野研修リーダが定めた研修テーマに従って、５

班に分かれてグループで話し合いがもたれ、各グ

ループ代表者からその内容がつぶさに報告されま

した。「ロータリーに入会したときは何が何だかよく

わからなかったが、数年たち、例会で交流が深ま

り、ともに活動していく中でロータリーの良さを実感

してきた」と言う話が多くの人から聞かれました。 

また、栗原会員からの「ロータリーは自分自身を

高めるところだ」と言う言葉は印象的でした。今日の

研修発表会で「それぞれの人にとってロータリーと

は何か」、「ロータリーの目的は何か」、「ロータリー

がそれぞれの人にとってどんな意義があるのか」に

ついて、皆さんが真剣に語り、聞くことができたこと

は大変有意義な発表会だったと思います。 

ロータリアンとして大事なことは、自分自身のロー

タリー感を確立することだと思っております。このた

めに常にロータリーと真摯に向き合い、自分と融合

できるロータリーへの思いを見極めることが肝要か

と思います。 

 

ニコニコＢＯＸ 

岡田良弘 親睦担当部 

大網庄一郎   結婚祝いを頂いて 

高橋裕之   多田会員と一泊二日で下田泊りのツ

ーリングに行ってきました。 

小野恒靖   研修会ご協力有難うございました。 

 

出席報告 

志波 克 出席担当部長 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率 

今 回 34/29 19 10  65.52% 

前 回 34/33 21 11 1(1) 66.67% 

前々回 34/32 19 11 4(2) 71.88% 

註：MUp の括弧内は、出席規定免除者内数 

 

 

今日のランチ 


